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中学生が本格的なニュース番組を制作！ 
～情報教育推進事業「中学生のための情報番組制作ワークショップ」を開催～ 

と き ８月３日（土）午後１時～５時 

と こ ろ 日本大学芸術学部江古田校舎（練馬区旭丘２－４２－１） 

３日、区内の中学校に通う生徒 19 人が、日本大学芸術学部のスタジオ

機材を使って、ニュース番組の制作を体験した。 

これは、大量の情報が溢れている現代社会において、情報を正しく読み

解き判断する力を身につけてほしいと、平成２２年度から情報教育推進講

座として区と日本大学が協働で実施しているもの。 

番組中に流すニュース映像として、区内ブルーベリー観光農園を紹介す

る「みんなで知ろう！ブルーベリー観光農園」や、地域に同じ姓の人が多

いことを取材した「なぜ同じ名字の人が多いのか？」など４つの「ご当地

ニュース」を制作。同大学芸術学部の鈴木康弘教授の指導のもと、10 日

間かけて企画から撮影、編集作業までを行った。 

スタジオではこれらのニュース映像を絡めながら、実際の番組制作と同

様に演出、フロアディレクター、タイムキーパーなどの役割を中学生が担

い、３０分間の情報番組として仕上げていった。 

演出を務めた女子生徒は「それぞれの役割をこなしながら、みんなで一

つのものを作り上げる大変さと面白さを知ることができました。」と話して

くれた。 

この日制作した番組は５日、講師を務めた鈴木教授による講演会「テレ

ビ・メディアを考える」で上映される。（当日会場受付、入場無料） 

 
【スタジオ収録の様子】 

 

 
【裏方をこなす中学生】 

 

【スタジオ収録の様子】 

午後１時、日本大学芸術学部放送学科主任教授 鈴木 康弘 先生の挨拶で講座がスタート。 

キャスター役は同大学の学生２人が務め、中学生たちはキャスター以外の全ての裏方（「演出」、「フ

ロアディレクター」、「タイムキーパー」、「カメラマン」、「照明」、「音声」など）を担当した。これは、

充実した施設・設備の使用と専門の講師陣の指導により、情報番組を制作する仕事についても理解を深

めることのできる職業体験等をねらいとしている。 

番組は本物のニュース番組と同様に、キャスターの掛け合いと、中学生たちが編集したニュース映像

を織り交ぜながら、３０分間に仕上げていった。「タイムキーパー」の指示のもと、「フロアディレクタ

ー」は、大きなスケッチブックに「もう少しゆっくり」と書いてキャスターに見せたり、手を広げてカ

ウントしたりと真剣な表情で自分の役割をこなしていた。 

 

【情報教育推進講座について】 

テレビやインターネットなど、さまざまな媒体で大量の情報が溢れているなかで、子ども達は情報を

読み解き判断する力を身につける必要がある。そこで、企画立案・取材・編集･キャスター収録などニ

ュース番組の制作体験を７日間にわたって行い、どのようにして情報が作られているのかを学び、情報

を読み解き判断する能力の向上を目的に実施している。 

 

【講演会について】 
講演会「テレビ・メディアを考える」～番組上映と講演～ 

【日時】 ８月５日（月） 午後１時～3時 【会場】 日本大学芸術学部江古田校舎 E棟 B１教室 

 【講師】 日本大学芸術学部放送学科主任教授 鈴木 康弘 氏 
 

【問合せ】青少年課 育成支援係  電話 ０３－５９８４－１２９２ 


